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【手続補正書】
【提出日】令和3年4月5日(2021.4.5)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ビデオシーケンスを符号化するビデオエンコーダの出力ビットレートを制御する方法で
あって、
　前記ビデオエンコーダの出力に対して少なくとも１日の期間の長期間のビット配分を設
定すること（Ｓ１）と、
　前記長期間のビット配分に基づいて第１の許容可能なビットレートを決定すること（Ｓ
２）と、
　前記ビデオエンコーダの出力に対して瞬時ビット制約を決定すること（Ｓ３）と、
　前記瞬時ビット制約に基づいて第２の許容可能なビットレートを決定すること（Ｓ４）
と、
　前記長期間のビット配分、前記第１の許容可能なビットレート及び前記第２の許容可能
なビットレートに準拠するように、前記第１の許容可能なビットレートと前記第２の許容
可能なビットレートとに基づいて出力ビットレートを制御すること（Ｓ５）と
を含む方法。
【請求項２】
　前記第１の許容可能なビットレートを決定すること（Ｓ２）は、前記長期間のビット配
分を前記期間によって割ることによって平均ビットレートを計算することを含む、請求項
１に記載の方法。
【請求項３】
　前記許容可能なビットレートに基づいて出力ビットレートを制御すること（Ｓ５）は、
　第１の時間間隔の後に、第１の期間中に何ビットが出力されたかをチェックすることと
、
　前記第１の期間中の出力ビット数が前記第１の許容可能なビットレートよりも第１の限
度だけ上回ることに応答して、前記長期間のビット配分に準拠して出力ビットレートが低
下するように前記エンコーダの圧縮パラメータを増加させることと
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を含む、請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　前記許容可能なビットレートに基づいて出力ビットレートを制御すること（Ｓ５）は、
　第１の時間間隔の後に、第１の期間中に何ビットが出力されたかをチェックすることと
、
　前記第１の期間中の出力ビット数が前記第１の許容可能なビットレートよりも第２の限
度だけ下回ることに応答して、前記長期間のビット配分内で画像品質を上げるために出力
ビットレートが増加するように前記エンコーダの圧縮パラメータを低下させることと
を含む、請求項２に記載の方法。
【請求項５】
　前記第１の許容可能なビットレートを決定すること（Ｓ２）は、以前に符号化されたビ
デオシーケンスの出力ビットレートの履歴の変化についての入力を受信することを含む、
請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　前記以前に符号化されたビデオシーケンスは、出力ビットレートが制御される前記ビデ
オシーケンスと同じシーンを撮影したものである、請求項５に記載の方法。
【請求項７】
　前記許容可能なビットレートに基づいて出力ビットレートを制御すること（Ｓ５）は、
　第１の時間間隔の後に、第１の期間中に何ビットが出力されたかをチェックすることと
、
　前記第１の期間中の出力ビット数が履歴から予想されたビット数よりも第３の限度だけ
上回ることに応答して、前記長期間のビット配分に準拠して出力ビットレートが低下する
ように前記エンコーダの圧縮パラメータを増加させることと
を含む、請求項５又は６に記載の方法。
【請求項８】
　前記許容可能なビットレートに基づいて出力ビットレートを制御すること（Ｓ５）は、
　第１の時間間隔の後に、第１の期間中に何ビットが出力されたかをチェックすることと
、
　前記第１の期間中の出力ビット数が前記履歴から予想されたビット数よりも第４の限度
だけ下回ることに応答して、前記長期間のビット配分内で画像品質を上げるために出力ビ
ットレートが増加するように前記エンコーダの圧縮パラメータを低下させることと
を含む、請求項５又は６に記載の方法。
【請求項９】
　前記第２の許容可能なビットレートを決定すること（Ｓ４）は、符号化された前記ビデ
オシーケンスを送信するために前記エンコーダが接続されたネットワークの利用可能な帯
域幅についての入力を受信することを含む、請求項１から８のいずれか一項に記載の方法
。
【請求項１０】
　前記第１の許容可能なビットレートと前記第２の許容可能なビットレートに基づいて出
力ビットレートを制御すること（Ｓ５）は、出力ビットレートを前記第２の許容可能なビ
ットレート以下に制限することを含む、請求項１から９のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１１】
　前記第１の許容可能なビットレートについての入力を受信することは、予想されるビッ
トレートに影響を及ぼす事象についての入力を受信することを含む、請求項１から１０の
いずれか一項に記載の方法。
【請求項１２】
　前記第１の許容可能なビットレートについての入力を受信することは、ユーザ入力を受
信することを含む、請求項１から１１のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１３】
　ビデオシーケンスを符号化するビデオエンコーダ（３４）の出力ビットレートを制御す
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るためのビットレートコントローラ（３３；４５；５１）であって、
　前記ビデオエンコーダの出力に対して少なくとも１日の期間に対する長期間のビット配
分を設定するように配置された配分セッタ（５２）と、
　前記ビデオエンコーダ（３４）の出力に対して瞬時ビット制約を決定するように配置さ
れたビット制約決定器（５３）と、
　前記長期間のビット配分に基づいて第１の許容可能なビットレートを決定し、前記瞬時
ビット制約に基づいて第２の許容可能なビットレートを決定するように配置されたビット
レート決定器（５４）と、
　前記第１の許容可能なビットレートと前記第２の許容可能なビットレートとに基づいて
出力ビットレートを計算するように配置されたビットレート計算器（５５）と、
　計算された前記出力ビットレートを前記ビデオエンコーダ（３４）に出力するように配
置された制御出力部（５６）と
を備える、ビットレートコントローラ（３３；４５；５１）。
【請求項１４】
　演算装置によって実行されたときに請求項１から１２のいずれか一項に記載の方法を実
行するように適合された命令を有する非一過性コンピュータ可読記憶媒体。
【請求項１５】
　画像を撮影するように構成された画像センサと、
　前記画像を符号化するように構成されたエンコーダと、
　請求項１３に記載のビットレートコントローラを含むカメラ。
【請求項１６】
　請求項１３に記載のビットレートコントローラを含むネットワークビデオレコーダ。
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